






電磁気学 A(加藤担当) 2015年度期末試験解答 講義後Web公開

問題 4(2)補足.

z = x+ iy, w = u+ ivとして、変換式 w = Az1/2 より w2 = A2zは

(u+ iv)2 = A2(x+ iy) → u2 − v2 + 2iuv = A2x+ iA2y

実部と虚部を比較することで、
A2x = u2 − v2, A2y = 2uv

両式より vを消去した式と uを消去した式は
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これは x軸を対称軸とする放物線の方程式である。第二式は v → 0とすると x軸上で x ≤ 0の半直線とな
るので、これは半無限導体面に対応する。つまり第二式は等電位面の群 (vをいろいろと変化させると異な
る電位の等電位面を生成する)を表す。また第一式は常に第二式の放物線と直交しているので、これは電気
力線を表すことがわかる。
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